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養
親
の
年
齢
等
適
格
性
認
定

 

却
下

 

家 裁 に よ る 後 見 監 督  

養 育 里 親 に 一 時 保 護 委 託 ・ 措 置  社
会
的
養
育
中
の
子
ど
も
・
社
会
的
養
育
を
要
す
る
子
ど
も
で
特
別
養
子
縁
組
相
当

 

養
子
の
適
格
性
認
定

（
子
の
意
向
を
含
む
。
）
＋
後
見
人
選
任

 

児
相
長
か
ら
特
別
養
子
縁
組
手
続
開
始
の
申
立
て

 

実
親
の
子
に
対
す
る
権
利
義
務
停
止
・
同
意
撤
回
の
制
限

 

確
定
後
速
や
か
に
養
親
候
補
者
に
委
託

 

養
親
候
補
者
か
ら
縁
組
成
立
の
申
立
て
（
委
託
か
ら
原
則
２
か
月
以
内
）

 

試
験
養
育
開
始

 

特
別
養
子
縁
組
成
立
審
判

 
（
実
親
へ
通
知
〔
養
親
情
報
の
秘
匿
可
能
〕
）

 

養
育
状
況
等
良
好

 

父
母
の
特
養
同
意

（
民

8
1

7
条
の

6
本
文
）
 

 
 

 
民
８
１
７
条
の
６
た
だ
し
書
該
当
性

 

父
母
の
同
意
認
証

 
民
８
１
７
条
の
６
た
だ
し
書
該
当
性
認
定

 

確
 

 
 
定

 

却
下
・
取
下

 
別
候
補
者
に
委
託

 

縁 組 成 立 の 申 立 て ま で 

同 意 撤 回 可 能  

＋
養
子
の
適
格
性
認
定

 
養 親 候 補 者 が 監 護 ・ 教 育  

不
調

 

同
意
撤
回
可
能

 

申
立
て
時
か
ら
養
育
期
間
６
か
月
以
上
（
申
立
て
前
の
養
育
期
間
の
考
慮
可
能
）

 

縁 組 手 続 開 始 取 消 の 児 相

長 ・ 実 親* 申 立 て 可  

撤
回

 

法 2
7 条 1 項 3 号 措 置 に 親 権 者 反 対 な し→ 措 置 （ 継 続 ） 、 

反 対→ 家 庭 復 帰 又 は 法 ２ ８ 条 ・ 親 権 停 止 ・ 喪 失 検 討  

*事
情
変
更
を
前
提
と
し
て
実
親
か
ら
の
申
し
立
て
を
認
め
る

 

養 親 ｏ ｒ 養 子

適 格 性 な し 
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養
子
縁
組
手
続
き
の
流
れ
（
英
国
）
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rd
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申
立

て
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A
d
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p
ti
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n
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g
e
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に
よ

る
申

立
て

は
不
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養
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候
補

者
へ

措
置

し
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養
育

 
→
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候
補

者
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責

任
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養

親
の

適
格

性
認

定
．

 
申

立
て

ま
で
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等
の
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意

撤
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れ
ば
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縁
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命
令

発
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組
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縁
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縁
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児
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局
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選

ぶ
養

親
候

補
へ

の
措

置
権

限
を

当
局

に
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等
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同

意
撤

回
を

制
限
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事

情
変

更
あ
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ば
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候
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措
置

ま
で
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は
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令

撤
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養 親 に よ る 養 子 縁 組 命 令 申 立 て ま で 同 意 撤 回 可 能 
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ケ ア 命 令 な し  家 庭 復 帰 又 は 任 意 
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平成 29 年 1 月 30 日  

山田資料  
（３）審判の申立権について  
＜論点＞  
①  現行の手続を、特別養子縁組候補児の適格性を判断する手続と、特定の養親

候補者との間の養子縁組の適否を判断する２段階の手続に分けることについ

て、どのように考えるか。  
 
対案：第１段階を「特別養子縁組候補児の適格性を判断する手続」とするので

はなく、「実親からの同意を確定する手続」ないしは「実親の同意不要条

件を認定する手続」とし、第２段階を「特定の養親候補者との間の養子

縁組の適否を判断する手続」の２段階としてはどうか。  
 
【同意の有無による場合分け】  
(1) 実親が特別養子縁組に同意をした場合、一定期間（たとえば、１か月間）

を撤回可能期間と定め、それ以降の撤回はできないことにすれば、あえて、

２段階に分けなくてもよいし、２段階に分けるのであれば、撤回可能期間を

過ぎた時点を第１段階とすればよい。  
 
(2) 実親が同意しない場合、もしくは、行方不明等のために同意の有無を確認

できない場合  
 1) 行方不明等のために同意の有無を確認できない場合  

提案：行方不明等のために同意の有無を確認できない場合、それ相応の捜索

努力をしたにもかかわらず、一定期間（たとえば、２年）以上、行方

不明・音信不通の場合は、『同意不要条件』を満たすものとみなす。  
 

2) 同意不要条件の整理  
民法  

〔親権喪失の審判〕  
第８３４条 父又は母による虐待又は悪意の遺棄があるときその他父又は母

による親権の行使が著しく困難又は不適当であることにより子の利益

を著しく害するときは、家庭裁判所は、子、その親族、未成年後見

人、未成年後見監督人又は検察官の請求により、その父又は母につい

て、親権喪失の審判をすることができる。ただし、二年以内にその原

因が消滅する見込みがあるときは、この限りでない。  
〔子の利益のための特別の必要性〕  

第８１７条の７ 特別養子縁組は、父母による養子となる者の監護が著しく

困難又は不適当であることその他特別の事情がある場合において、子

の利益のため特に必要があると認めるときに、これを成立させるもの

とする。  
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〔父母の同意〕  
第８１７条の６ 特別養子縁組の成立には、養子となる者の父母の同意がな

ければならない。ただし、父母がその意思を表示することができない

場合又は父母による虐待、悪意の遺棄その他養子となる者の利益を著

しく害する事由がある場合は、この限りでない。  
 
整理：上記の通り、『親権喪失の条件』と『特別養子縁組の成立条件』はほぼ

同等である一方、『特別養子縁組の成立条件』と『同意不要条件』の間

には乖離がある。  
 

3) 『親権喪失宣告』を『同意不要条件』とみなせるようにすべきかどうか？  
No. 現行法通り、『同意不要条件』を満たさない限り、『親権喪失宣告』を受

けた実親であっても、同意を得なければならないこととする。この場合

も、前述の通り、一定期間（たとえば、１か月間）を撤回可能期間と定

め、それ以降の撤回はできないことにすれば、あえて、２段階に分けな

くてもよいし、２段階に分けるのであれば、撤回可能期間を過ぎた時点

を第１段階とする。  
 
Yes. 『親権喪失宣告』を受けた実親は『同意不要条件』を満たすことする。

この場合、『親権喪失宣告』を第 1 段階とすればよい。  
 イ．民法は改正せずに、運用で、『親権喪失宣告』を受けた実親は『同意不

要条件』を満たすことする。ただし、この場合、家庭裁判所が『親権

喪失宣告』を審判しづらくなるかもしれない。  
 

ロ．民法を改正する。  
(i) 『同意不要条件』を『親権喪失の条件』と同等になるように引き下げ

る。この場合も、家庭裁判所が『親権喪失宣告』を審判しづらくなる

かもしれない。  
(ii) 『親権喪失の条件』を『同意不要条件』と同等になるように引き上げ

る。  
(iii) 現行の『親権喪失の条件』と『同意不要条件』との中間に、新たな

基準を設け、それを両者共通の条件とする。  
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